
一

方

で

、

鉄

道

国

有

化

は

、

北

炭

の

独

占

輸

送

体

制

を

突

き

崩

し

、

こ

れ

を

契

機

に

、

財

閥

系

企

業

を

中

心

と

し

た

北

海

道

進

出

が

活

発

化

し

、

石

狩

炭

田

や

釧

路

炭

田

な

ど

で

新

鉱

開

発

が

相

次

ぎ

ま

し

た

。

北

海

道

の

石

炭

生

産

は

、

昭

和

４

年

の

世

界

恐

慌

の

影

響

で

足

踏

み

を

続

け

て

い

ま

し

た

が

、

次

第

に

戦

時

経

済

色

が

強

く

な

り

、

軍

備

拡

張

に

乗

っ

て

石

炭

市

況

は

一

気

に

活

性

化

し

た

た

め

新

鉱

開

発

が

相

次

ぎ

、

既

存

炭

鉱

の

生

産

増

強

も

相

ま

っ

て

、

戦

時

期

に

な

る

と

全

道

の

石

炭

生

産

量

は

、

一

時

的

に

約

１

５

０

０

万

ト

ン

に

達

し

ま

し

た

が

、

戦

後

に

な

る

と

、

無

理

な

採

炭

の

反

動

で

生

産

量

は

低

迷

し

、

昭

和

21

年

に

は

最

盛

期

の

３

分

の

１

で

あ

る

５

０

０

万

ト

ン

台

に

ま

で

落

ち

込

み

、

石

炭

の

採

炭

量

を

増

や

す

た

め

、

国

策

に

よ

っ

て

石

炭

産

業

へ

優

先

的

な

資

源

投

入

が

推

進

さ

れ

ま

し

た

。

◆特集
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炭炭

炭鉄

鉄鉄

鉄港

港港

港

こ

の

よ

う

な

石

炭

を

取

り

巻

く

好

不

況

の

波

を

繰

り

返

し

な

が

ら

も

、

昭

和

32

年

に

は

北

海

道

の

炭

鉱

数

は

１

５

８

（

う

ち

石

狩

炭

田

で

３

分

の

２

を

占

め

る

）

と

最

大

と

な

り

、

だ

ん

だ

ん

と

機

械

採

炭

が

本

格

化

す

る

な

ど

生

産

量

も

戦

前

の

水

準

に

ま

で

に

回

復

し

、

第

二

の

ピ

ー

ク

期

を

迎

え

ま

す

。

特

に

、

炭

質

が

良

く

埋

蔵

量

も

豊

富

で

あ

っ

た

石

狩

炭

田

は

、

１

９

６

０

年

代

、

わ

が

国

最

大

の

生

産

量

を

記

録

し

、

産

炭

地

と

し

て

の

地

位

を

不

動

の

も

の

に

し

ま

し

た

。

こ

の

時

期

は

、

空

知

地

域

を

含

む

産

炭

地

域

が

最

も

繁

栄

し

た

時

代

で

も

あ

り

ま

し

た

。

ま

ち

の

人

口

は

ど

ん

ど

ん

増

加

し

、

学

校

の

生

徒

数

も

急

増

。

商

店

街

は

賑

わ

い

、

映

画

は

札

幌

市

よ

り

も

早

く

封

が

切

ら

れ

、

昭

和

の

｢

三

種

の

神

器

」

と

言

わ

れ

た

白

黒

テ

レ

ビ

、

冷

蔵

庫

、

洗

濯

機

が

道

内

で

最

も

早

く

普

及

し

た

の

も

炭

鉱

地

域

の

家

庭

だ

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

閉

山

閉

山

閉

山

閉

山

の

のの

の

影

響

影

響

影

響

影

響

し

か

し

、

繁

栄

は

長

く

は

続

か

ず

、

１

９

６

０

年

代

に

入

る

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

革

命

が

起

こ

り

、

石

油

が

急

速

に

普

及

し

て

い

き

ま

し

た

。

道

内

の

炭

鉱

は

、

石

狩

炭

田

を

中

心

に

１

千

万

ト

ン

の

生

産

量

を

維

持

し

て

い

ま

し

た

が

、

国

内

の

生

産

体

制

は

縮

小

し

て

い

き

、

１

９

８

０

年

代

に

入

る

と

生

き

残

っ

た

炭

鉱

も

段

階

的

に

閉

山

し

、

平

成

７

年

に

は

、

石

狩

炭

田

で

最

後

ま

で

残

っ

た

坑

内

掘

り

の

炭

鉱

、

歌

志

内

市

の

空

知

炭

鉱

が

閉

山

し

、

お

よ

そ

１

２

０

年

間

の

歴

史

を

閉

じ

、

現

在

道

内

で

は

露

天

掘

り

を

行

う

７

鉱

だ

け

が

開

鉱

し

て

い

ま

す

。

産

炭

地

域

は

か

つ

て

の

基

幹

産

業

の

衰

退

▲ 昭和20年代 幌内炭山の盆踊り。 地域ごとに様々

なやぐらが建ち、老若男女が浴衣姿で 幾重にも輪を

作るなど、活況な様子が伝わってくる。（三笠市）

▲ 昭和29年頃の映画館「茂尻座」

（赤平市・茂尻炭鉱）

旧

住

友

赤

平

炭

鉱

立

坑

櫓

旧

住

友

赤

平

炭

鉱

立

坑

櫓

旧

住

友

赤

平

炭

鉱

立

坑

櫓

旧

住

友

赤

平

炭

鉱

立

坑

櫓

(

((

(

赤

平

市

赤

平

市

赤

平

市

赤

平

市

)

))

)

高

さ

43

･

８

ｍ

、

深

さ

６

５

０

ｍ

。

赤

平

市

の

中

心

部

に

近

く

「

ネ

オ

ン

の

と

も

る

立

坑

」

と

い

わ

れ

た

炭

都

・

赤

平

市

の

象

徴

的

な

存

在

。

昭

和

38

年

に

総

費

用

約

20

億

円

を

か

け

て

建

設

さ

れ

、

平

成

６

年

の

閉

山

時

ま

で

使

用

さ

れ

た

。

閉

山

後

も

機

械

や

電

気

系

統

な

ど

が

当

時

の

ま

ま

残

さ

れ

て

お

り

、

現

在

も

稼

働

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

と

言

わ

れ

て

い

る

。

鉱

車

操

作

場

や

繰

込

場

な

ど

も

ほ

ぼ

完

全

な

ま

ま

残

さ

れ

、

立

坑

に

隣

接

す

る

事

務

所

に

は

膨

大

な

量

の

坑

内

図

、

経

営

資

料

が

閉

山

時

の

ま

ま

保

管

さ

れ

て

い

る

。

に

伴

い

、

人

口

減

少

や

経

済

の

停

滞

な

ど

の

課

題

を

抱

え

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

こ

と

を

踏

ま

え

、

北

海

道

で

は

、

平

成

19

年

３

月

に

「

北

海

道

産

炭

地

域

産

業

振

興

方

針

」

を

策

定

し

、

関

係

市

町

（

空

知

５

市

１

町

、

釧

路

１

市

４

町

）

な

ど

と

連

携

を

図

り

な

が

ら

、

産

業

振

興

策

の

着

実

な

推

進

に

努

め

て

い

ま

す

。

ま

た

、

産

炭

地

域

で

は

「

北

海

道

遺

産

」

や

「

近

代

化

産

業

遺

産

」

に

認

定

さ

れ

た

炭

鉱

関

連

施

設

や

文

化

等

を

活

用

し

た

地

域

づ

く

り

が

行

わ

れ

て

お

り

、

空

知

総

合

振

興

局

で

も

各

種

取

組

に

対

す

る

支

援

を

行

う

ほ

か

、

空

知

地

域

の

「

石

炭

」

や

小

樽

市

の

「

港

」

、

室

蘭

市

の

「

鉄

鋼

」

関

連

施

設

と

こ

れ

ら

を

つ

な

ぐ

「

鉄

道

」

関

連

施

設

、

い

わ

ゆ

る

「

炭

鉄

港

」

を

活

用

し

た

交

流

人

口

の

拡

大

な

ど

に

よ

る

地

域

活

性

化

を

図

る

た

め

、

地

域

間

の

連

携

に

向

け

た

取

組

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

本記事の取組は、炭鉄港推進協議会で担当しております。

お問合せ先/ＴＥＬ：0126-20-003408
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炭炭

炭鉄

鉄鉄

鉄港

港港

港

室

蘭

市

の

歴

史

は

、

今

か

ら

約

４

０

０

年

前

の

慶

長

年

間

（

１

６

０

０

年

頃

）

に

、

松

前

藩

が

、

ア

イ

ヌ

の

人

た

ち

と

交

易

を

す

る

た

め

に

「

絵

鞆

場

所

（

え

と

も

ば

し

ょ

）

」

を

設

け

た

こ

と

が

始

ま

り

で

す

。

明

治

時

代

に

は

、

北

海

道

開

拓

計

画

の

第

一

歩

と

し

て

、

函

館

市

～

森

町

～

室

蘭

市

～

札

幌

市

を

結

ぶ

札

幌

本

道

の

開

削

が

始

ま

り

、

そ

の

後

、

室

蘭

市

・

函

館

市

・

青

森

県

を

結

ぶ

三

港

定

期

航

路

が

新

設

さ

れ

る

な

ど

北

海

道

と

本

州

を

結

ぶ

海

陸

交

通

の

要

衝

と

し

て

発

展

し

て

い

き

ま

し

た

。

特

に

、

北

海

道

炭

礦

鉄

道

会

社

（

北

炭

）

が

石

炭

積

み

出

し

の

た

め

、

岩

見

沢

・

室

蘭

（

輪

西

）

間

に

鉄

道

を

敷

設

し

、

室

蘭

港

が

特

別

輸

出

港

と

し

て

、

石

炭

・

米

・

麦

・

硫

黄

を

海

外

へ

直

接

輸

出

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

、

北

炭

は

日

本

海

側

の

小

樽

港

を

国

内

向

け

石

炭

の

供

給

地

に

、

太

平

洋

の

玄

関

口

を

占

め

る

室

蘭

港

を

外

国

向

け

輸

出

港

に

そ

れ

ぞ

れ

位

置

付

け

た

こ

と

に

よ

り

、

室

蘭

港

は

飛

躍

的

に

発

展

し

て

い

き

ま

す

。

そ

の

後

、

明

治

40

年

代

に

入

る

と

、

北

炭

は

英

国

ア

ー

ム

ス

ト

ロ

ン

グ

社

・

ピ

ッ

カ

ー

ス

社

と

の

３

社

合

弁

で

日

本

製

鋼

所

を

設

立

し

、

輪

西

製

鐵

場

（

現

在

の

新

日

鐵

住

金

室

蘭

製

鐵

所

）

を

建

設

す

る

な

ど

、

自

社

の

石

炭

を

使

用

し

て

、

砂

鉄

と

鉄

鉱

石

と

の

混

合

に

よ

る

日

本

最

初

の

製

鉄

を

開

始

し

ま

し

た

。

こ

う

し

て

、

室

蘭

市

は

｢

鉄

の

ま

ち

」

と

し

て

発

展

し

、

今

日

の

東

北

・

北

海

道

を

代

表

す

る

重

化

学

工

業

・

港

湾

都

市

と

な

る

基

盤

が

形

成

さ

れ

ま

し

た

。

第

２

次

世

界

大

戦

時

に

な

る

と

、

室

蘭

市

の

軍

需

工

場

は

重

要

施

設

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

政

府

の

管

理

下

に

置

か

れ

ま

す

。

製

鉄

・

製

鋼

所

は

増

産

に

次

ぐ

増

産

を

続

け

、

工

場

の

機

械

は

24

時

間

稼

働

し

、

主

要

な

作

業

は

昼

夜

２

交

替

制

で

行

わ

れ

る

ほ

ど

で

し

た

。

し

か

し

、

戦

争

が

終

結

す

る

と

、

原

料

で

あ

る

石

炭

が

不

足

し

、

鉄

鋼

生

産

が

八

幡

製

鉄

所

（

福

岡

県

）

で

集

中

生

産

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

た

め

、

室

蘭

市

の

全

高

炉

が

操

業

中

止

と

な

り

、

文

字

ど

お

り

火

の

消

え

た

よ

う

な

状

態

と

な

り

ま

し

た

。

そ

の

後

、

鉄

鋼

の

集

中

生

産

が

解

除

さ

れ

る

と

、

原

料

事

情

が

厳

し

い

中

で

、

道

内

炭

だ

け

で

製

造

し

た

室

蘭

独

自

開

発

の

コ

ー

ラ

イ

ト

コ

ー

ク

ス

を

用

い

て

、

全

国

の

製

鉄

所

の

中

で

も

い

ち

早

く

生

産

を

再

開

し

、

重

工

業

地

帯

と

し

て

復

興

の

道

を

歩

み

は

じ

め

ま

す

。

そ

の

後

、

昭

和

31

年

に

富

士

セ

メ

ン

ト

（

現

日

鉄

住

金

セ

メ

ン

ト

(

株

)

）

、

翌

年

に

は

、

日

本

石

油

精

製

（

現

Ｊ

Ｘ

エ

ネ

ル

ギ

ー

(

株

)

）

と

大

型

企

業

が

相

次

い

で

立

地

す

る

な

ど

北

海

道

の

工

業

地

域

と

し

て

の

地

位

を

確

立

し

て

い

き

ま

す

。

現

在

の

室

蘭

市

は

、

官

民

一

体

と

な

っ

た

地

域

づ

く

り

へ

の

取

組

や

、

既

存

企

業

の

新

規

事

業

へ

の

展

開

、

市

内

工

場

夜

景

の

新

た

な

観

光

資

源

と

し

て

の

位

置

づ

け

と

「

全

国

工

場

夜

景

都

市

協

議

会

」

へ

の

加

盟

、

豊

か

な

自

然

を

生

か

し

た

観

光

都

市

へ

の

脱

皮

な

ど

、

様

々

な

面

で

地

域

活

性

化

へ

の

道

を

歩

み

続

け

て

い

ま

す

。

大正時代の輪西製鐵場

室蘭の工場夜景
日鋼旧火力発電所

茶津岬の石炭桟橋

（室蘭市提供）

石炭列車で埋まる国鉄埠頭

（室蘭市提供）

昭和時代の日本製鋼所

（室蘭市提供）

（室蘭市提供）


